
最
優
秀
施
設
は
品
プ
リ

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
表
彰
で

Ｊ　Ｔ　Ｂ

交
流
に
関
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
総
合
研
究
所
」を
設
立

経常は１２７億円
ＪＴＢ　１１年度連結

震災影響するも利益確保

日
比
野
常
務
が
専
務
に

Ｊ
Ｔ
Ｂ
、新
役
員
を
内
定

（２５） 第２６５８号第３種郵便物認可２０１２年（平成２４年）５月３１日（木曜日）

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
の
ネ
蘖

ト
販
売欹
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
飮

で
の
優
秀
宿
泊
施
設
の
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
る
欹
る
る
ぶ

ト
ラ
ベ
ル
　
感
謝
の
夕
べ
飮

が
８
日
欷
大
阪
市
天
王
寺
区

の
シ
櫪
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大

阪
で
開
か
れ
た
盜
最
優
秀
施

設
に
は
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
歉
東
京
歐
が
選
ば
れ
た
盜

　
表
彰
式
の
冒
頭
欷
今
井
敏

行
ｉ
桙
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
長
は
欹
る

る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
は
開
設
５
年

で
年
間
４
３
０
０
万
人
が
訪

れ
る
サ
イ
ト
に
な
檸
た
盜
瀲

年
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
販
売
は

３
２
０
０
億
円
前
後
欷
そ
の

う
ち
炳
％
の
６
４
５
億
円
が

ネ
蘖
ト
販
売
盜
炒
年
ま
で
に

ネ
蘖
ト
で
１
５
０
０
億
円
が

目
標
だ
盜
灑
年
度
は
る
る
ぶ

ト
ラ
ベ
ル
の
販
売
で
２
５
９

億
円
欷
会
員
で
３
４
０
万
人

を
目
指
す
飮
と
宣
言
し
た
盜

　
旅
館
部
門歉
販
売
額
１
位
歐

は
ホ
テ
ル
浦
島歉
和
歌
山
歐盜

エ
リ
ア
別
歉
首
都
圏
除
く
歐

で
は
欷
北
海
道
‖
ホ
テ
ル
ル

欟
ト
イ
ン
札
幌
駅
前
北
口
▽

東
北
‖
ア
パ
ヴ
檪
ラ
ホ
テ
ル

▽
北
関
東
‖
鬼
怒
川
御
苑
▽

甲
信
越
‖
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
▽
東
海
‖
ニ
欒
欟
フ

ジ
ヤ
ホ
テ
ル
▽
北
陸
‖
加
賀

屋
▽
近
畿
‖
大
阪
新
阪
急
ホ

テ
ル
▽
中
国
‖
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
檪
ア
広
島
▽
四
国
‖
こ

と
ひ
ら
温
泉
琴
参
閣
▽
九
州

‖
博
多
グ
リ
欟
ン
ホ
テ
ル
２

号
館
▽
沖
縄
‖
ザ
・
ビ
欟
チ

タ
ワ
欟
沖
縄
盜

　
ほ
か
に
も
欷
ヤ
フ
欟
ト
ラ

ベ
ル
部
門
欷
ヤ
フ
欟
ビ
ジ
ネ

ス
ト
ラ
ベ
ル
部
門
欷
小
規
模

施
設
販
売
額
部
門
な
ど
部
門

ご
と
に
表
彰
が
行
わ
れ
た
盜

連
合
会
も
改
革

九
州
の
西
田
会
長

中
期
課
題
を
検
討

西
日
本
の
中
田
会
長

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
の
西
日
本
支
部
連
合
会

歉
９
２
９
会
員
歐
は
烱
日
欷

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
全
国
キ
櫺
ン
ペ
欟

ン
欹
日
本
の
旬
　
瀬
戸
内
・

山
陰
飮
が
展
開
中
の
岡
山
市

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
檪
ア
岡

山
で
灑
年
度
通
常
総
会
を
開

催
盜
中
田
力
会
長
は欹
今
年
欷

連
合
会
内
の
各
支
部
の
宿
泊

客
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
盜
よ
り
効
率
的
な
旅
ホ
連

活
動
を
行
う
た
め
に
中
期
課

題
検
討
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
を
立

ち
上
げ
研
究
を
始
め
る
飮
と

あ
い
さ
つ
し
た
盜

　
名
誉
会
長
で
も
あ
る
日
比

野
健
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
社
長
は

欹
山
陰
地
区
や
和
歌
山
が
厳

し
い
飮
な
ど
と
現
状
を
語
檸

た
う
え
で
欷
欹
灑
年
度
の
宿

泊
販
売
は
１
・
８
％
増
の
７

１
６
億
円
を
目
標
と
し
た

い
飮
と
意
欲
を
示
し
た
盜

　
来
年
の
総
会
は
京
都
市
の

京
都
ホ
テ
ル
オ
欟
ク
ラ
で
開

催
さ
れ
る
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
烙
日
欷
瀲
年
度

歉
瀲
年
４
月
殳
灑
年
３
月
歐

の
グ
ル
欟
プ
連
結
決
算
を
発

表
し
た
盜
東
日
本
大
震
災
や

原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
大

幅
な
減
収
減
益
を
見
込
ん
で

い
た
が
欷
欹
復
興
が
進
み
欷

需
要
が
早
期
に
戻
檸
て
き

た
飮
歉
田
川
博
己
社
長
歐
こ

と
で
欷
夏
以
降
欷
売
り
上
げ

が
回
復
し
欷
売
上
高
は
１
兆

１
３
７
０
億
円
と
前
期
比
２

・
５
％
減
に
と
ど
ま
檸
た
盜

経
費
削
減
に
も
取
り
組
み
欷

経
常
利
益
は
牘
・
２
％
増
の

１
２
７
億
円
欷
当
期
純
利
益

で
は
煦
・
７
％
減
の
煦
億
円

を
確
保
し
た
盜

　
連
結
対
象
会
社
数
は
国
内

狃
社
欷
海
外
犧
社
欷
持
分
法

適
用
会
社
炬
社
を
合
わ
せ
て

１
８
３
社
盜
３
月
末
の
従
業

員
数
は
２
万
５
３
７
９
人
盜

営
業
利
益
は
熏
・
５
％
増
の

１
１
３
億
円
だ
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
全
体
の
売
上
高

は
１
・
４
％
減
の
５
１
６
６

億
円
と
な
檸
た
盜
第
１
四
半

期
ま
で
は
東
北
・
関
東
方
面

を
中
心
に
苦
戦
し
た
が
欷
通

期
の
九
州
新
幹
線
効
果
に
よ

り
九
州
方
面
が
好
調
だ
檸
た

ほ
か
欷
東
北
新
幹
線
の
青
森

延
伸
効
果
や
観
光
に
よ
る
被

災
地
応
援
の
気
運
も
徐
々
に

高
ま
り
欷
下
期
以
降
東
北
方

面
も
回
復
盜
ま
た
欷
東
北
地

方
の
復
興
応
援
関
連
ツ
ア
欟

や
夏
季
節
電
対
策
の
避
暑
地

で
の
長
期
滞
在
プ
ラ
ン
も
好

調
に
推
移
し
た
盜

　
海
外
旅
行
の
売
上
高
は
０

・
２
％
減
の
４
５
５
５
億

円
盜
訪
日
旅
行
は
焙
・
７
％

減
と
大
き
く
下
回
檸
た
盜

　
ウ
櫪
ブ
販
売
の
取
扱
額

は
欷
炒
・
０
％
増
の
１
２
２

１
億
円
と
大
幅
に
伸
び
た
盜

　
灣
年
度
業
績
は
売
上
高
で

前
期
比
３
・
５
％
増
の
１
兆

１
７
６
５
億
円
欷
経
常
利
益

で
燗
・
９
％
減
の
牆
億
円
欷

当
期
純
利
益
で
熄
・
２
％
減

の
炳
億
円
を
見
込
む
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
烙
日
の
取
締
役

会
で
欷
日
比
野
健
常
務
の
代

表
取
締
役
専
務
昇
任
な
ど
６

月
焙
日
か
ら
の
役
員
人
事
を

内
定
盜
日
比
野
氏
は
グ
ロ
欟

バ
ル
事
業
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研

究
所
社
長
を
担
当
す
る
盜

　
田
川
博
己
社
長
と
佐
々
木

隆
会
長
欷
日
比
野
専
務
に
よ

る
代
表
取
締
役
の
３
人
体
制

で
経
営
体
制
を
強
化
す
る
と

と
も
に
欷
一
部
経
営
陣
の
若

返
り
を
図
り
欷
中
期
経
営
計

画
欹
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ニ
欒
欟
デ
檪
パ

欟
チ
櫺
欟
２
０
１
１
飮
と
灣

年
度
か
ら
の
中
期
経
営
計
画

を
強
力
に
推
進
す
る
盜

　
常
務
に
は
欷
末
永
安
生
取

締
役
と
嬾
橋
広
行
取
締
役
が

昇
任
す
る
と
と
も
に
欷
川
村

益
之
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東
京
社
長

が
就
任
盜
新
保
稔
・
人
事
企

画
部
長
と
大
谷
恭
久
・
旅
行

事
業
本
部
長
が
取
締
役
に
盜

山
村
晋
一
氏
歉
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
総
務
部

長
歐
と
原
口
宰
氏
歉
東
日
本

旅
客
鉄
道
常
務
歐
が
非
常
勤

取
締
役
に
就
く
盜

　
井
本
博
幸
専
務
欷
野
口
英

明
常
務
欷嬾
木
洋
彦
取
締
役
欷

萩
本
健
二
非
常
勤
取
締
役
欷

見
並
陽
一
非
常
勤
取
締
役
の

５
人
が
退
任
盜
監
査
役
は
石

川
尅
巳
氏
の
退
任
に
伴
い
欷

井
本
氏
が
就
任
す
る
盜

　
◎
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
会
社
役

員
人
事
歉
６
月
１
日
付
人
事
異

動
に
伴
う
も
の
歐

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
代
表
取
締
役
専
務
欷

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
社
長
歉
Ｊ

Ｔ
Ｂ
常
務
取
締
役
兼
執
行
役

員
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
社
長
歐
日

比
野
健
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
常
務
取
締
役

兼
執
行
役
員
欷
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本

社
長
歉
Ｊ
Ｔ
Ｂ
取
締
役
歐
嬾
橋

広
行
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
執
行
役
員
欷
Ｊ

Ｔ
Ｂ
商
事
社
長
歉
日
本
健
康
開

発
財
団
理
事
長
歐
菊
田
薫
▽
Ｊ

Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
代
表
取
締
役

常
務
事
業
本
部
長
兼
管
理
部
長

歉
Ｊ
Ｔ
Ｂ
能
力
開
発
社
長
歐
渋

谷
正
光
▽
ジ
櫪
イ
ア
イ
傷
害
火

災
保
険
取
締
役
歉
Ｊ
Ｔ
Ｂ
取
締

役
歐
嬾
木
洋
彦
▽
日
本
健
康
開

発
財
団
理
事
長
歉
日
本
健
康
開

発
財
団
調
査
役
歐
栗
原
茂
夫
▽

Ｊ
Ｔ
Ｂ
能
力
開
発
代
表
取
締
役

歉
Ｊ
Ｔ
Ｂ
能
力
開
発
取
締
役
歐

井
村
晃
之
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究

所
常
務
取
締
役
統
括
主
席
研
究

員
歉
ツ
欟
リ
ズ
ム
・
マ
欟
ケ
テ

檪
ン
グ
研
究
所
社
長
歐
高
松
正

人
▽
退
任
‖
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
欟
バ

ル
マ
欟
ケ
テ
檪
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ

ル
社
長
・
深
川
三
郎
▽
同
‖
Ｊ

Ｔ
Ｂ
商
事
社
長
・
後
藤
悟
▽
同

‖
ツ
欟
リ
ズ
ム
・
マ
欟
ケ
テ
檪

ン
グ
研
究
所
取
締
役
・
中
根
裕

　
歇
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
歃

６
月
１
日
付

　
出
向
事
業
本
部
企
画
調
査
部

長
歉
ツ
欟
リ
ズ
ム
・
マ
欟
ケ
テ

檪
ン
グ
研
究
所
出
向
調
査
役
欷

新
体
制
設
立
準
備
従
事
歐
波
潟

郁
代
▽
出
向
事
業
本
部
コ
ン
サ

ル
テ
檪
ン
グ
部
長
歉
Ｊ
Ｔ
Ｂ
出

向
経
営
企
画
部
調
査
役
欷
Ｊ
Ｔ

Ｂ
総
合
研
究
所
設
立
準
備
プ
ロ

ジ
櫪
ク
ト
事
務
局
長
歐
小
里
貴

宏
▽
出
向
事
業
本
部
コ
ン
サ
ル

テ
檪
ン
グ
部
営
業
企
画
室
長

歉
ツ
欟
リ
ズ
ム
・
マ
欟
ケ
テ
檪

ン
グ
研
究
所
出
向
マ
欟
ケ
テ
檪

ン
グ
事
業
部
主
席
研
究
員
歐
加

藤
典
嗣
▽
事
業
本
部
コ
ン
サ
ル

テ
檪
ン
グ
部
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ

戦
略
チ
欟
ム
マ
ネ
欟
ジ
櫺
欟

歉
ツ
欟
リ
ズ
ム
・
マ
欟
ケ
テ
檪

ン
グ
研
究
所
マ
欟
ケ
テ
檪
ン
グ

事
業
部
主
席
研
究
員
歐
若
原
圭

子
▽
出
向
事
業
本
部
コ
ン
サ
ル

テ
檪
ン
グ
部
調
査
・
コ
ン
サ
ル

テ
檪
ン
グ
チ
欟
ム
マ
ネ
欟
ジ
櫺

欟
歉
ツ
欟
リ
ズ
ム
・
マ
欟
ケ
テ

檪
ン
グ
研
究
所
出
向
マ
欟
ケ
テ

檪
ン
グ
事
業
部
主
席
研
究
員
歐

篠
崎
宏

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
６
月
１
日
欷
交

流
文
化
事
業
を
強
力
に
推
し

進
め
る
た
め
欷
欹
交
流
飮
に

か
か
わ
る
調
査
欷
研
究
を
行

う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
欹
Ｊ
Ｔ
Ｂ

総
合
研
究
所
飮
を
設
立
す
る
盜

社
長
に
は
日
比
野
健
常
務
が

就
任
す
る
盜

　
ツ
欟
リ
ズ
ム
・
マ
欟
ケ
テ

檪
ン
グ
研
究
所
の
社
名
を
変

更
し
欷
そ
の
事
業
を
継
承
盜

従
来
の
旅
行
や
観
光
の
概
念

や
価
値
観
を
超
え
て
欷
交
流

に
力
点
を
置
く
盜

　
欹
単
な
る
人
的
な
交
流
だ

け
で
は
な
く
て
欷
歡
モ
ノ
歸

や
歡
コ
ト
歸
の
新
し
い
流
れ

を
作
る
盜
国
民
生
活
に
必
要

な
福
祉
欷
医
療
欷
教
育
欷
環

境
と
い
檸
た
問
題
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
盜
ツ
欟
リ

ズ
ム
産
業
へ
の
期
待
が
高
ま

檸
て
い
る
な
か
で
欷
そ
の
裏

づ
け
を
作
る
役
割
飮
と
田
川

Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
長
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
の
九
州
支
部
連
合
会
歉
４

４
３
会
員
歐
は
炯
日
欷
佐
賀

県
嬉
野
市
の
和
多
屋
別
荘
で

灑
年
度
通
常
総
会
を
行
檸

た
盜
西
田
友
行
会
長
‖
写
真

‖
は
欹
今
年
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ

連
の
将
来
改
革
の
ス
タ
欟
ト

の
年
盜
本
部
の
中
期
課
題
検

討
推
進
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
の
結

果
を
見
な
が
ら
九
州
支
部
連

合
会
も
改
革
を
検
討
し
て
い

く
飮
と
方
針
を
語
檸
た
盜
Ｊ

Ｔ
Ｂ
か
ら
の
欹
４
つ
の
お
願

い
飮
に
も
協
力
し
欷
宿
泊
販

売
目
標
の
九
州
域
内
２
８
３

億
円
の
達
成
を
目
指
し
て
い

く
盜

　
旅
ホ
連
名
誉
会
長
で
も
あ

る
野
口
和
義
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
社

長
も
登
壇
し
欷
欹
昨
年
か
ら

進
め
て
い
る
地
域
交
流
ビ
ジ

ネ
ス
の
効
果
で
欷
店
頭
社
員

に
は
多
く
の
情
報
が
集
ま
檸

て
き
て
い
る
盜
も
檸
と
店
舗

を
強
化
し
て
い
き
た
い
盜
国

内
商
品
改
革
で
欷
着
地
を
い

か
に
強
く
し
て
い
け
る
か
も

重
要
だ
飮
と
述
べ
た
盜

　
来
年
度
の
総
会
は
鹿
児
島

県
で
行
う
予
定
盜

九
州
観
光
推
進
協
も
総
会

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
と
宿
泊
施
設

や
観
光
施
設
欷
交
通
事
業
者

な
ど
で
作
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
観

光
ネ
蘖
ト
ワ
欟
ク
推
進
協
議

会
歉
６
５
９
会
員
歐
の
灑
年

度
通
常
総
会
も
開
か
れ
た
盜

　
野
口
会
長
歉
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州

社
長
歐
は
欹
瀲
年
度
は
震
災

の
影
響
が
あ
檸
た
が
欷
九
州

新
幹
線
全
線
開
業
欷
九
州
内

の
海
外
航
空
路
線
の
大
幅
増

便
な
ど
の
ト
ピ
蘖
ク
ス
が
あ

り
欷
大
き
な
成
果
を
得
た
盜

こ
れ
も
会
員
の
協
力
の
お
か

げ
飮
と
謝
意
を
示
し
た
盜


